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1．浅海定線調査

青山英一郎・矢持進・城久

浅海定線調査測定位置この調査は、国庫補助事業とし

て全国的に行われている漁海況予

報事業の中の浅海定線調査として、

内湾の富栄養化現象と漁場環境の

把握を目的に昭和47年から実施し

ているものである。

調査実施状況

1．調査地点

大阪湾全域加点（図1参照）

2．調査項目

一般項目（水温、塩分量、透

明度、水色、気象）

特殊項目（溶存酸素、pH，

COD，NH4-N，N02-N、NOrN，

PCVP,Total-P、・植物性プラ

ンクトン出現優占種とそのｲ剛本

数、クロロフィルーaおよびフ

ェオフィチン）

*NH4-N,NOrN，NOrN，

PCVPはろ過水を測定

3．調査回数

一般項目．．…毎月1回

特殊項目……年4回（2，5

8，11月）

4測定層

水温、塩分量･…･･0，5，10，20，
30m,底層

*r-愈日r潟 k、
q々

壷居

図1浅海定線測定図
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特殊項目……表層、固冒

5．調査船

船名……はやて（39．97トン、230馬力）

船長……戸口明美

機関長……榊昭彦

乗組員……奥野政嘉・辻利幸

調査結果

一般項目測定結果を付表－1に、特殊項目測定結果を付表－2に、プランクトン検鏡結果を付表－3

に示す。水温の平年偏差および気温の平年偏差をそれぞれ図2，図3に、塩分（本年度分は実用塩分に

よる表示）の平年偏差および降雨量の変化を図4に示す（水温、塩分の平年値としては月別全点、全層

平均の10年平均値を用いた）。また、透明度の変化を図5に示すほか、栄養塩の表底層別全点平均値の

変化と、昭和60年の平均値および平年偏差を図6，表1に示す。さらに、2，5，8，11月における栄

養塩等の水平分布を図7－(1)～(4)に示す。これらの図表から1985年（昭和60年）の特徴を、平年値

（1975～1肥4年）との比較で述べる。
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(1)水温

9，10月は例年より1～1.5℃高めであったが、5，8，11月は平年並み、他の月は0．5～1.5℃

低めであった。このうち、9，10月の高水温は、気温が0.5～1℃高かったことによるもので、水温

の変動が気温の変動と対応していることを示す。しかし、2～4月は気温が平年より0．5～1℃高か

ったにもかかわらず、低水温となっており、気温の高捌上が水温にあらわれていない。この時期は、

塩分が例年より0．2～1.1高<、紀伊水道北部海域でも例年より低水温であったことから、外海系水

の影響を受けていると考えられる。

(2)塩分

1～3月は1前後高め、7，8月は0.5～0.8低めで、他の月はほぼ平年並みであった。1～3月

の高塩分は、前年の10月から持続しているもので、1月まで降雨量が例年より少なかったことに起因

している。また、7，8月の低下は、6月の降雨量が269”と平年より約30％多かったことが原因と

考えられる。

(3)透明度

10月は例年よりも1抑高かったが、3，7，9，11月は1～2"低かった。他の月はほぼ平年並み

であった。

(4COD

2，5，8月は例年より0.2～0.8IP低く、11月は0.5卿高かつた。

(5)溶存酸素飽和度

表底層とも2月は例年並み、8月はやや低め、11月はやや高めであった。一方、5月は底層では平

年並みであったが、表層では平年をかなり下回っていた。

8月底眉の飽和度は48％で、例年より3％低い程度であるが、30％以下の貧酸素水:域の分布をみる

と、湾奥海域に出現がみられた昨年とはやや異なり、湾奥～東部海域に出現している。

(6DIN

2月は表層で5Mg-at/，底層で3〃g-at/Z低めであった。

5月は底層では平年並みであるが、表層では湾奥のSt.18力塙く、7/o-at/g高めであった。

8月は底層で平年並み、表層では2Ag-at/g低めであった。

11月は表層で7/fl-at/g、底層で4/g-at〃低めであった。

(7)PCVP

表・底層とも2月は0.3/zg-at〃低め、5月は平年並みであった。8月は表層で0.3jag-at/g、底

眉で0.5m-at〃低め、11月は表層で0.6jug-aX〃、底層で0.3jttg-at〃低めであった。

－4－
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2．ブイロポットによる海況の自動観測

安部恒之

昭和48年に設置した海況自動観測ブイによって水温、塩分等の連続観測を行っている。これによって

大阪湾の海況変動の実態を明らかにするとともに、漁海況予報の精度向上を図るものである。

設置場所

〈ブイ局＞

大阪府泉佐野市阪南港泉佐野

沖防波堤灯台より真方位290α、

5k"(N3426'54';E135>16'09f0

水深18m

<基地局〉

大阪府泉南郡岬町大阪府水産

試験場内

弓RkmJ岸和仕

弓泉梼野沖砺波堤XT台

基地局
観測項目等

。（表層……－1腕）水温、塩分

PH

。（底層……－'7"）水温．塩分

．…..…………………･気温

毎正時1日24回観測

蔓方位別Y5Ki洲
室陥

栗18液．泥摺

架弓繍 墓地局大阪府泉南郡岬ロ

坂府産試．‘’、

Ｎ
１
斗
１
１

Ⅱ｡△血△且nQ

01020kn

図1設置場所

システムの概要

このシステムは海上に設置された観測ブイ局と、陸上においてデータを受信し印字する基地局により

構成される。

ブイ局は測定器、電子回路、無線電送機器、電池等を搭載したアルミ製のブイ本体とで構成され、基

地局からの指令で観測し、データをデジタルパルス符号に変換し、基地局に送信する。

基地局は、30分、1時間、3時間のいずれかに設置された時間間隔で、ブイ局に観測指令を出し、受

信データを数値変換し、タイプライターで印字する。

これらの操作は、すべて自動的に行われるが、手動による任意時の観測も可能である。
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観測結果

本年は1～2月に底層センサーのキャプタイヤコードの断線、4～5月に空気湿電池系の異常による

送信不能、8～10月に底層センサーの漏水等の事故が続出し、周年を通じ十分なデータを得ることがで

きなかった。ここでは4月下旬～5月上旬に欠測があったが、他の期間は正常なデータが得られた表層

水温について、その旬平均値を表1に、平年偏差図を図2に示す。表1から、本年の6月中旬および12

月下旬平均値19.9℃、10.2℃は自動観測を始めた1973年以降で最も低いことがわかる。また、図2

から1985年の水温の特徴として1～6月および12月の低温化、7～10月の高温化をあげることができ

る。

（7月下旬における外海系水の進入について）

「漁況予測に関する調査」（62頁）で報告しているように、本年のマイワシ漁況の特徴は、7月下

旬まで多獲されていたマイワシが8月に入って急減したことである。そこで、この時期に湾内海況に大

きな変化があったかどうかについて検討する。

図3に6月1日から8月6日における底眉の水温・塩分の経日変化を示した（8月7日以降は欠測）。

6月26日まで塩分は約詑.4銑で変化せず、また水温も緩やかに上昇しており、この間は安定した海洋構

造が形成されていたものと思われる。6月27日以降、水温が急上昇し、塩分は一時的に増加するが、す

ぐ大きく低下し、7月5日までに水温で2.5℃上昇、塩分で1銑低下するにいたった。この変化は、6

月25日通過した寒冷前線および6月30日～7月1日に太平洋岸沖合を通過した台風6号による強風のた

め急速に鉛直混合が生じたことによるものであろう。（なお、6月下旬には平年の2.2倍にあたる241

加の降雨量を記録している。）

その後、塩分は7月18日に最低値31.3銑に達するが、7月19日から増加傾向に転じ、7月31日以降は

急速に増加し8月6日には32.1銑にほぼ回復するにいたった。この変化と、7月16日、7月24日、7月

29日、8月5～6日に行なわれた水質分布調査結果を併せて検討すると、湾南部域の外海系水が7月19

日頃から湾奥部へ進入を始め、7月31日以降はやや強も差込みとなって移動していったものと推定され

る。

この間、水質の分布観測時に得られた魚探記録によると、7月29日までみられたマイワシと思われる

魚群は8月5～6日の時点では湾内にほとんど存在していない。恐らくマイワシ魚群は湾内から逸散し、

それが8月における漁獲の急減となったと考えられるが、逸散と外海系水の差込みの時期がほぼ対応し

ていることは興味深い。イワシ類の漁況変動と外海系水の差込みとが対応していると思われる例はこれ

までにもみられているが、差込みが湾内の水塊構造、餌料生物分布等の漁場形成要因にどのように関係

しているかについて今後十分に検討する必要がある。
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表1表層水温の旬平均値

旬平均水温（表層）ブイロボット （℃）

（）海況自動観測塔データによる換算値

-20-

月

年
1973197419751976197719781979198019811982198319841985 蒲 値～

℃4

1月

上旬

中旬
下旬

9.1(11.0)(11.5)8.812.313.012.98.311.412.510.210.410.9

8.6（9．①（9．①8．211．111．910.86.610.510.58.89.69．6

7.5(8.3(8.0)8.19.610．29.66.68.99.48.08.18.7

2月

上旬
中旬
下旬

7.6(9.0)(8.97.48.09.98.47.08.09.76.57.98.3

7．1(8.3)(9.0)7.57.810.16.77.68.38.65.78.48.0

8.1（9．①7．17．810．27．87．48．77．96．57．38．2

3月

上旬
中旬

下旬

8．28．210．68．18．69．98．37．19.18．66．77．88．5

8．19．410．79．28．810．18．98.710．18．96．88．19．1

8.810.010．69.710.011.19.79.510.69．68.29.49.9

4月

上旬
中旬
下旬

11.410.410.910.911.210.912.111.210.311.68.811.010.（

13.513.212.612..712.912.713.511.912.512.713.010.911.212//

15．914213．814．714．414．213.813．314．114．614．612．6142

5月

上旬

中旬
下旬

16.415.515.515.215.616.215.714.615.317.116.114.015.(

17.517.716.616.716.817.316.516．6（16.7）18．817．315．417．117.（

18.419.918.518.618.219.118.618.418．319．118．918.218.218.'

6月

上旬
中旬
下旬

19.220.920.519.520.919.820.019.820．020.720.619.819.220.1

20.822.422.420．420.622.522．221.721.321.020.221.319.921.4

22.623.022.722.020.422.322．722.121.521.121．322.221.322.0

7兵

上旬

中旬
下旬

25.423.023.121.023.326.223.922.223.822．623.825.623.223.7

26.125.325.724.826.526.624.023．9妬.722．923．124.825.625.0

25．424628．226．426．727．126.326．127．124．527．326．127．126．3

8月

上旬

中旬
下旬

26.9

26.8

26.7

27.327.027.826.427.727.027.823.725.625.528.927.927.7

27.827.026.326．925.728.527.425.326.526.625.927.827.2

27.826.926．425．725．227．927．526．126.126．.026.827.427.E

9月

上旬

中旬
下旬

26.926.327.824.226.726.025.525.026.125.227.926.027.826.1

25.925.426.823.826725.424.824．924．8（23.4）25．624526．325.2
24.924.426.022.124.624.8（24.0）23．724．4（23.①24．923．325．124．2

10長

上旬

中旬
下旬

24.123.424.221.623.824.323.423.223．322．323．422．523．823.3

22.623.1（22.①21．023．022．322．522．922．221．822.421．223．122.3

20.821.2(21.0)(20.0)22.221.121.921.320.920.721.220.221.521.0

11月

上旬
中旬
下旬

20.020.2(20.0)(18.0)21.620.121.119.218.920.120.019.220.319.9

18.2（17.①19．1（16.①20．019．118．718．117．818．918．118.818．318.3

14.7（15.①17．5（15.①17．817．617．317．616．717．716．217.316．116．7

12促

百
百
買

上
中
下

13.6(14.7)16.7(13.0)16.015.716.016．014.516.314.715.614615.2

11.6(12.5)13.512.715.815.114.913.313.014.513.215.012.313.8

10.4（12.①（11.2）11．813．513．814．011．112．112．811.311．810．212．2
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3.気象・海況の定置観測

青山英一郎

この調査は毎日定時に定置観測点の気象・海況を観測することによって、海況の現況と変動を把握し、

漁海況の予測に役立てようとするものである。なお、海況は昭和48年から、気象は昭和50年から自動観

測化している。

観測点

大阪府泉南郡岬町多奈川谷川2926-1

大阪府水産試験場(N3419'12"、E135*7'24')

観測項目

気象

海 況

観測資料の整理方法

天候、気温、湿度、気圧、日照量（1月1日から5月20日まで）、日射量（5月

22日以降）、雨量、風向、風速（瞬間、平均）

水温、塩分（－1〃z層）

データは記録紙上に連続記録されるが、読取方法としては下記によった。

気温:03、的、15，21時の4回とその平均値および1日の最高値、最低値

湿度・気温：09時の値と1日の最高値、最低値

雨量：1日積算値

日照量(日射量）：1日積算値

風向・風速：瞬間最高風速と風向、1粉間平均の最高風速と風向、および09,15時の平均風速

と風向

水温・塩分：03，09，15，21時の4回とその平均値

観測結果

観測結果を付表－4に、結果を整理した月別気象表を表1に示す。

付表－4は、気温、湿度、気圧、雨量、風向、風速について年2回の定期点検で調整した値をそのま

ま読み取ったものである。また、日照量は前年度の定期点検で調整した5月20日までの値（日照時間）

を読み取り、5月22日以降は日照計から日射計に換装したため、日射量(MJ/nf)を読み取った。水温、
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塩分は自記記録による生の読み取り値である。水温、塩分については定期点検を実施していないが、読

み取り値と、定期的に採水した海水についての測温、塩分測定との比較を行っている。その結果は、図

1，表2のとおりで、レコーダー読み取り値を基準にして、水温差は士0．7℃、塩分差は士0．8銑であ

った。

表1月別気象表

昭和60年

＝

要素

*1平均気温は1日の平も均気温（3時、9時、15時、21時の4回）の月平均値で示されている。

*25月22日より日射量表示に変更
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表2定置観測点の水温・塩分について自動観測と手分析の比較（1985）
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4大阪湾漁場水質監視調査

城久・矢持進・青山英一郎

この調査は、大阪湾東部海域を定期的に観測することによって流入河川水の動態、赤潮発生状況なら

びに躍層形成期に底層で出現する貧酸素水塊の消長などを把握することを目的としている。

1．観測海域と測定点

図1に示す大阪湾東部海域の15定点で測定した。
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図1水質監視調査定点の位置
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2．調査回数および測定層

毎月の中旬に1回（2月と3月は欠測）、計10回の調査を行った。測定層は表層と底眉の2層であ

る。

3．測定項目

水色、透明度、水温、塩分、溶存酸素、海水蛍光値、植物プランクトンの出現状況

4．調査結果

調査結果の詳細は付表－5のとおりである。1985年の底層水中における酸素鰯ﾛ度の分布（5月か

ら10月まで）を図2に示した。

酸素飽和度50％以下の貧酸素水塊は5月上旬に湾奥海域で出現しており、西宮地先では飽和度30％

以下に低下している。この強い貧酸素水塊は6月上旬まで湾奥沿岸部に存在し、6月中旬には一旦消

滅している。しかし7月上旬に神戸港地先で再現した後、10月上旬に消滅が確認さるままで湾東部海

域に広く分布している。特に7月中旬から9月上旬の間は湾奥海域の酸素飽和度は10％以下で、底層

水が無酸素化していてこの年の躍層形成力顕著で、かつ持続したことを示している。

このような経過を湾奥・東部海域12～13定点の平均値で例年の状況と対比して図3にあらわした。

1985年の特徴は、底層水の貧酸素化が例年より早く進行したこと、7月中旬から9月上旬の間の貧酸

素化が例年より強く、約50日間にわたって継続したことである。9月10日以降の経過は平年並みであ

った。

100

80

０
０

６

４
Ｊ

酸
素
飽
和
度
％く

20

5月6月’7月’8月9月10ノ

図3底層水酸素飽和度の季節変化

（湾奥～東部海域12～13定点の平均値による）
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5．赤潮発生状況調査

矢持進・青山英一郎・城久

この調査は、大阪湾の富栄調上現象の1つである赤潮の発生を早期に把握し、可能な限り措置すると

とを目的として、昭和48年度から「赤潮情報交換事業」の一環として実施しているく

調査の方法

発生状況を把握するための‘情報収集は以下の方法により行った。

1．4月～10月まで毎月2回、当場調査船による確認調査（図1）

2．浅海定線調査および漁場水質監視調査における確認調査（各々毎月1回）

函呂（尼《

端
I

▽催

圏和IF

》藷毎鰯:準、“

図1赤潮パトロール調査定点図

調査結果の概要

昭和60年の赤潮発生状況は表1，2および図2のとおりであるが、その概要は以下のように整理でき

る。昭和釦年は年間30回の赤潮発生力聴認され、4月から8月の期間にその73％が集中した。赤潮構成

種としてはSﾙeletonemacoslatumやT加地ssiosirasp.などの珪藻が依然最も優勢で、それぞれ10

回と7回の出現が確認された｡またラフィド藻の1種で、昭和53年に播磨灘で養殖ハマチを大量へい死させ

たことで知られているChatto賑〃ααntiqua(シャットネラアンティーカ）については、夏:季に2回赤

潮を形成した（赤潮恥22、恥26）。本種の出現経過を述べると、まず7月29日に湾奥から大阪府沿岸

海域にかけて1～30cells/〃の細胞濃度で出現しているのが確認され、その後8月5～6日には西宮沖

－28－
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1

2

3

4

5

6

I

8

9

1〔

1：

12

1：

14

IE

1（

発生確認
期盾

1月21日

2月4日

3月5～6日

4月2日～
5月9E

4月2日

4月2日

4月2日

4月23日

5月9～15日

5月22～28日

5月28日

6月3日

6月11～17日

6月17～26日

6月26日

7月1～18日

表1昭和60年の赤潮発生状況

発生確認
海域

湾奥海国

湾奥海域

湾北部海坦

湾東部海域

大和川河口刈
海 国

泉大津沖海国

神戸和田岬河
海 画

大和川河口沖
海 国

湾奥海国

湾奥おより
泉南沿岸海坦

湾奥おより
東部沿岸海国

から泉佐
沿岸海域

湾奥海域と
泉大津～泉佐雪
の沿岸海垣

西宮と深E
を結ぶ線以東α
海 掴
(泉佐野沖を除く）

湾北部海国

志筑と淡輪を経
ぶ線以北の海鰯
(西宮沖と明王
海峡部を除く

赤潮構成種

Sﾙeletonemacostatum

Heterocapsatriquetra

Sルeletonemacostatum

Thalassiosin sp。

Heterocapsatriquetra

Cryptomo"αssp．

Katodiniumsp.

〃“γchrysissp.

T伽lassios〃a sp．

Sﾙeletonemacostatum

Noctilucascintl〃α凡

Sルeletonema COS‘α‘皿、

Cyclote〃αsp.

Skeletonemacostatum

Heterosigmaaﾙashiwo

Sﾙeletonemacostatum

Prorocentrummm航z"閥

不明種

鹿γramLmOnassp

Ceratlumんr"Ca

Heterosigmaakashiwc

Scrippsie〃αsp.

Chαetocerossp.

Skeletonemacostatum

Ⅳ〃zsc脱a sp

Katodiniumsp.

Prorocentrumtriest加必、

Tんalassios〃《 sp．

－29－

漁業被害の
有無

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

最大発生確
認面積伽）

470

1印

46（

180

4

40

20

30

23（

ー

48（

16（

19（

47（

16（

880



肋

r

1（

19

2〔

2

22

2：

24

2［

2（

21

28

21

30

発生確認
期盾

7月18～25E

7月弱日

7月朗E

8月5E

8月5E

8月5～27E

8月5日へ
9月10日

8月20E

8月27［

9月10～17E

10月2～9日

10月2日

10月2E

10月型日～
11月5日

表1昭和6岬の赤潮発生状況（つづき

発生確認
海域

仮屋と男里川
河口を結ぶ線以
北の海域（明石
海峡部を除く）

淡路島東岸海均

湾奥海域

堺市沖海域

神戸沖を除く
湾奥海域

神戸と深E
を結ぶ線以東の
海域（西宮～メ
阪港沖を除く）

湾東部海域

泉大津沖海域

湾奥海域

神戸和田岬と
泉南市を結ぶ線
以東の海域

湾東部海域

岸和田沫
地先海世

堺市沖海坦

湾東部海域

赤潮構成種

T伽lassios〃a sp．

Ceratα』〃皿 〆lagice

Ⅳ〃zschia sp,

Noct〃必cascm〃〃α"&

帥α“ocerOs sp.

Sﾙeletonemacostatum

Cricos域aerasp.

Gymnod加虹〃 sp‘

Ceratai』〃napelagica

Prorocentrumtriestinun

Gyrodm血"3sp、

Nitzschiasp

Chα“0"e〃ααnti卯“

T伽lassiosirc sp．

Rhizosto睦"jαfPagMiss航《

Gyrod加如"ispA

GymnodiniumA3

C加雄oFze〃aα凡”9ua

Heterosigmaaﾙashiwo
TﾙαI

●

αSS＆OS”αSF

T伽lassios〃asI

Skeletonemacostatum

CeratiumんruCa

Cochlodm虹msp．

Thalassios〃《 sp．

Skeletonemacostatum

－30－

漁業被害の
有無

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

最大発生確
認面積(kg)

960

70

270

10（

36C

一

47C

80

190

55C

430

45

30

460



表2昭和60年発生赤潮の総括

1．赤潮継続日数別発生確認件数

2．月別赤潮発生確認件数

実件数とはある月に新たに発生した赤潮の件数を、また、延件数とはある月に出現した赤潮の

件数を示す。例えば、3月16日に発生し、4月13日に終息した赤潮の場合、実件数は3月に1

回、延件数は3月に1回、4月に1回、各々記載される。

＊

3．赤潮構成種別発生確認件数

＊赤潮構成種別発生確認件数が継続日数別又は月別発生確認件数より多くなるのは2種以上の優

占種よりなる混合赤潮の出現に起因する。

-31-

発生期唐 5日以陵 6～10旧 11～30日 31日以上 弓

発生実件封 17 8
“
■
－
１
－
■
■ 2 30

うち漁業被害を伴ったもの 0 0 （ （ 0

1兵 2卜 3月 4月 5侭 6月 7卜 8月 9月 10/ 11兵 12月 計

実 件数 1
Ｄ
』
口
■
Ｆ

■
厚
、

“
Ｆ
１
－
０
町 4 4 6 4 （ C 3（

うち漁業被害件封 C 0 C 0 （ C 0 （ 0 0 （ 0 （

延 件数 1 5 Z 5 4 （ 2 4 C ー

うち漁業被害件数 C 0 （ 0 （ C 0 （ 0 0 〔 C 一

肋 種 名 発生確認件数 肋 種 名 発生確認件数

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
吃
過
雌

Sﾙeletonemacostatum

T加lassios〃αsp．

Heterosigmd

Ⅳ〃zschic sp．

Chattone〃a

αﾙashiwo

α凡此卯c

Cerat“"z血rca

Prorocentrumtriest加"〃

Heterocapsatriquetra

Noct〃必cascinti〃α胆

Cerataulmapelagica

Katodm虹、

Chαeiocero

Pla,

sp

sp．

ycんrysissp,

T恥Jα“”s〃αrotult

０
７
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１

１

妬
正
Ⅳ
肥
岨
別
別
躯
羽
別
妬
別
訂
ヨ
ロ’

況脱zosole肌α方略ilissimc

Cochlodiniumsp

Cricos陣aerasp

Gyrod加加"isp/

Gyrc。m必、 sp

Gγmnodm“msp,

Gγ、FicdiniumA

Prorocentrumminimum

吟rα"iimonassp,

Sen〃sie〃a sp

Cyclote〃asp

C『ヅptomonassp.

不明種

q

●

■

■

■

■

｡

■

口

■

■

■

■

■

■

■

■

■

d

■

口

■

｡

■

■

■

54



4．月別・赤潮構成種別発生確認延#樹

ロ
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．

伺
司
し 4

ｒ
Ｆ
Ｌ 6

F

1 8 9 10 11 12 計
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局
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と岬町淡輪地先海域で各々筋tdia/Uと49cells/耐'の値を示した。そして、8月上旬から中旬にかけて

Chattone〃α細胞の増殖力括発となり、13日には湾奥海域を除く神戸沖と泉大津～岬町の沿岸海域で

210～1496cells/耐'の細胞濃度に達した。さらに8月20日の神戸沖と堺沖ではそれぞれ1994cells/伽と

1232cells/伽'の細胞数を記録し、第1回目の赤潮のピークを形成した。ただ、赤潮盛期においても

T肋lassiosirasp・やRhizosole肌αかagiliss伽αがC加此one〃αα砥iquαと混在して卓越した。8

月下旬になるとChattone〃α個体群は次第に衰退しはじめ、9月初めには一旦赤潮が消滅したが、この

時、少数の細胞が湾内数海域で分布するのが見られた。そして9月10日の観測では“α”0，3e〃ααnti“a
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が再び増殖してi湾奥海域を中心に赤潮を形成しているのが観察された。第2回目の赤潮の継競期間は9

月10日から17日であった。なお9月17日以降はChattone〃ααntiquaの細胞濃度力減少し、10月1～2

日には貝塚沖で1～3cells/愈′出現するに過ぎなくなった（図3)。このように昭和60年は同一個体群

によると考えられるChattone〃α赤潮が2回発生した。大阪湾におけるChattone〃α属の近年の卓越

状況を水温や塩分と共に整理したのが表3である。表から昭和52年以降Chattone〃α叩tiquαか

Chattone〃αmarinaの卓越が顕著になったが、昭和57年以後は特に毎年どちらかの種による赤潮が形

成されているのがわかる。赤潮盛期の水温と塩分範囲はそれぞれ24～30℃、22～33%’であり、このこと

はChattone〃α属力塙温時に広い塩分領域で生長できるプランクトンであることを示唆している。また

9月や10月にも赤潮を形成しており、この点が大阪湾と隣接する播磨灘での本属の卓越状況と異なる点

である。

その他、昭和帥年に新しく赤潮を形成した種にGymnodiniumA3類似種とCocholodm加msp・があ

げられろ（図4）。両種とも富栄養でない大村湾で出現力報告されている種であることから、この現象

は植物プランクトンにとって、大阪湾の栄養環境が変化しはじめたことを示しているのかも知れない。

表3Chα””e"α赤潮盛期の水温・塩分および最高細胞濃度

最高細胞濃度
(cells/**)

塩分

(銑）

水温

(℃）
優占種年月日

352(1977)9.7

353(1978)8.1-2

353(1978)10.2-3

354(1979)8.20

357(1982)8.4－5

357(1982)9.1

358(1983)7.18

359(1984)9.5

360(1985)8.20
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6ノリ養殖漁場の栄養塩調査

矢持進・青山英一郎・鍋島靖信・城久

ノリ漁場の有効利用をはかるに先立ち、ノリの色落ちが発生し易い春季に養殖セット内のミクロな栄

養塩分布を荒天時とその後数日好天が続いた時に観測し、栄養塩分布の時空間的変化とその変動原因に

ついて検討した。

調査の方法

調査は大阪湾の南部に位置する西鳥取地先海域のノリ養殖セットにおいて昭和61年3月3日と3月8

日に行った（図1）。当初、調査を沖側のセットで実施する予定であったが、第1回目の観測日に当た

る3月3日の波浪力塔しかったため調査するセットを岸よりのものにやむなく変更した。巾46〃、長さ

92〃のセット内の40～45定点において表層水を採取し、水温測定後、塩分・DIN・DIPなどの測定

のため試水を実験室に持ち帰った。なお、第2回目の調査ではセット外の4定点からも同時に海水を採

取した。塩分の測定には鶴見精機製サリノメータTS-n型を、またNIL-NとNQzHNKVNの分析にはテ

クニコンオートアナライザーI型をそれぞれ使用した。PCVPはStricklandandParsonsの方法に準

じ、日立分光光度計100-20型を用いて測定した。その他、データの検討に際しては浅海定線調査結果

と定置観測結果とを一部利用した。
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結果および考察

図2に3月1日から8日にかけての大阪府南部地方における毎時の風向と風速を示す。3月1日から

3日までは主として北西～西よりの比較的強い風が持続し、2日の1鯖には瞬間風速14.5m/sを記録

した。この北西から西よりの強い風は、調査したノリ養殖セットの位置では沖からの風に相当すること

から、第1回目の調査当時の

セット内の海水は沖合い水と

充分に混合された状況にあっ

たと推察される。その後、3

月4日の午前にかけて風向き

が次第に北から南に変化し、

風速も低下したが、同日午後

からは再び北西風が卓越した。

この風は6日に収まり、それ

以後8日まで凪の日が続いた。

なお、3月3日から8日の天

候については晴天の日が続き、

1日間の全天日射量は12.0～

20.1Mlﾝ〃と、ノリ藻体が光

合成を行うに不足ない光条件

と考えられた。図3に3月3

日と8日のセット内の栄養塩

分布を示す。なお、水温・塩

N
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図2 湾南部における昭和61年3月1日から8日にかけ

ての風向と風速、矢の長さが風;速(m/s)を、ま

た矢の方向は風向をそれぞれ示す。
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分・栄養塩の測定結果については付表－6に記した。3日はDINが6.4～9.3/c-at〃、DIPは0.01

以下～0.15/ig-at〃の範囲で分布し、燐の枯渇状態が伺われた。分布傾向についてはDINにおいて

沖側縁辺部で濃度が高く岸よりの定点になるほど低下する傾向が見られたが、当日ならびに調査に先立

つ数日は風による海水の撹乱力署しかったと推定されることから、この分布が藻体による窒素摂取の影

響と判断するには無理がある。3月8日になると、さらに栄養塩濃度が低下し、ほぼセットの全面にお

いてDINが4fig-it/e*dipは0.1/ig-at/g各以下となった。またセット外の4定点のDINと、

DIP濃度も各々 3.55～3.82Ag-at〃、0.03～0.07m-at〃とやはり低レベルであった。両調査の塩

分については第1回目が31.97～32.08銑、第2回目は32.記～32.30釣でセット内の位置による有了意

な差が見られなかった。このように今回醐査ではノリ藻体の取り込みに起因するセット中央部での栄

養塩濃度の減少は、DIP濃度が当初から低かったためか認められず、それよりもセットの全面にわた

る栄養塩レベルの低下が見られた。通常大阪湾の冬季の栄養塩濃度は図4-Aに示したように塩分と負の
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相関関係を示し、塩分の低下した海域ほどDINやDIP濃度が高い。このことは、基本的に大阪湾の

海水の栄養塩濃度が栄養物質を豊富に含んだ河川水と外海水との混合・希釈状態によって決定されるこ

とを示している。また、この塩分と栄養塩濃度の負の対応関係は泉南沿岸海域の海水についても認めら

れ、昭和59年度の事業報告に記載したとおりである。ところが、昭和61年2月の大阪湾は図4-Bのごと

く塩分と栄養塩との負の対応関係が不明瞭で、特にDIPについては低塩分になるほど値が低下した。

昭和61年は渦鞭毛藻の1種Heterocapsatriquetrαが1月上旬から3月中旬までの長期間赤潮を形成

し、この間の2月3～6日の湾全域をカバーした観測では明石海峡部と湾奥ならびに大阪府沖合い海域

の広い範囲で細胞濃度が5×10*cells/剛を上回った（図5)。また第2回目のノリ漁場栄養塩調査の実

施に先立つ3月6～7日にも淀Ill河口から男里川河口沖合い海域にかけて本種の赤潮の発生していたこ

とが確認されている（図6）。これらのことから、昭和61年の冬季は河川水の流入に伴って湾奥海域

に添加された栄養塩がHeterocapsa姉quetrα個体群の継続的な栄養摂取によって枯渇し、低い栄養塩

濃度で推移したものと推察される。そしてノリ漁場海域の栄養レベルもこの影響を受けて3月8日のよ

うにDINとDIP濃度が各々 4m-at〃以下と0.1,ug-at〃以下に減少したと考えられる。以上の

ことはノリ養殖漁場である泉南沿岸海域の冬季の栄養塩動態が湾j郷での赤潮の強さや継続期間と深く

関連し、さらにノリ養殖セット内の栄養塩濃度が大阪湾におけるマクロな栄養塩レベルの変動に支配さ

れることを示唆している。今後、ノリの生育に必要な栄養塩が継続してノリ漁場に供給されるかどうか

を予察するため冬季の湾北部海域における赤潮の発生状況の監視を続けていくつもりである。
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7．漁況調査

吉田俊一

毎月下旬、春木、岸和田市、泉佐野、尾崎、下荘、淡輪、深日の各漁協における漁業種類別の着業統

数、1日1統当たりの主要魚種別漁獲量を調査し、その結果を関係機関へ通知した。その内容は以下の

とおりである。また調査結果の詳細は付表－7に示す。

（1月） （単位:kg/日・統）

1．中旬には比較的静穏な日が続いたので、出漁日数は全般に9～13日と例年（5～7日）よりも多い

が、春木では全漁業が休漁している。

2底びき網の板びき網は深日ではシダ類20k9，マアジ(小)7〃、マハゼ8*9など80～90〃を、泉佐野

や淡輪ではスズキ（ハネ級）を主体に30～m程度漁獲している。

石けた網ではオニオコゼ2～3kg、カレイ類5～20k9，シダ類3～25*9、ガザミ1～2fe，雑エビ

8～20*9，シャコ15～25*’を含めて40～80〃程度が漁獲され、オニオコゼは3,000～5,000円/kQ、

シダ類のうちイヌノシタ（アカシタ大）は2,000～3,000円／“と高値を呼んでいる。

3．小型定置網は淡輪でのみ着業し、ウミタナゴ、メバル、マコガレイを主体に10～15*’程度漁獲して

いる。

4．刺網類は、囲刺網と磯刺網の各1統が着業し、前者はスズキ（セイゴ級）を20〃、後者はメバルを

主体に6*9程度浜1獲している。

5．たこつぼは1週間間隔でマダコを10～2Qk9漁獲している。

6．かご類はあなごかごでマアナゴを隔日に30～40*9、たこかごでマダコを3～5日間隔で10*9程度漁

獲している。

7．釣りはめばる釣りでメバルを8*9程度漁獲している。

（2月）

1．イカナゴを対象とする機船船びき網（バッチ網）が20日から出漁し、400～帥Ok9を漁獲したが、

魚体は小さい。

2．板びき網は、泉佐野ではコイチ20*’とマアジ、スズキ、ジンドウイカ各5ﾙ9を含んで45*9、淡輪で

はスズキ（セイゴ級）を10～20〃、深日ではシダ類15〃、シログチ7〃など42〃を漁獲したが、スズ

キは昨年同月及び前月の”と少ないこと、泉佐野でのﾏｱジ及び深日でのｲイダコ(1*9)やﾏハ

ゼ(2k9)の漁獲などが特徴的である。
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3．石桁網は、岸和田ではシャコの漁場に出た船はシャコ120～160*9を含んで140～180*9，雑エビ

の漁場に出た船はシャコ30～40〃、雑エビ10”前後及びマコガレイ5～6”で60～70*9を、泉佐野と

尾j崎ではシダ類16～25“、シャコ15～別A9と雑エビ4～10*9など40～60*9を漁獲した。

4.#蝿類は、春木でせいご刺網が出漁し、スズキ（セイゴ級)100*9を、尾崎ではかれい建網でマコ

ガレイやアイナメを8”、囲刺網でスズキを30*9，淡輪や深日では磯刺網でメバル、カサゴを7～10

〃漁獲した。

5．かご類は、岸和田、泉佐野、尾崎のあなごかごでマアナゴを30～55〃を漁獲した。

6．たこつぼは、淡輪や深日で7～15日間隔でマダコを5～25〃漁獲した。

7．つりは、深日でメバルを8〃漁獲した。

（3月）

1．機船船びき網（バッチ網）は、イカナゴ（新仔）を春木で7,500"、深日で2,000〃を漁獲した。

このほか、岸和田、尾崎、淡輪でも出漁している。

2．板びき網は、泉佐野ではコイチ10*9、スズキ、ジンドウイカ（ヒイカ）を各5k9など合計35tを、

淡輪ではスズキを5～6*9(すずき網）、深日ではシャコ8*9、シダ類とメイタガレイ各7*9など合

計55*9を漁獲した。淡輪のスズキは昨年の1/2～シ3である。

3．石けた網は、岸和田ではシャコ(100*9)、雑エビ、テナガダコなどを140*9、泉佐野ではシャコ

とカレイ類を各15〃など合計44*9、尾崎ではシャコ35*9とシダ類15*9など合計60*9，淡輪ではシャコ

20*9，シダ類などを含めて合計25*9を漁獲した。各組合ともガザミは1～2尾程度、雑エビは昨年10

～別〃に対して、今年は5～10*9と不調である。

4.A蝿類は、磯建網が尾崎、淡輪ではメバル、カサゴ、マコガレイなどを8～10*9，深日ではメバル

を10〃漁獲した。

5．沖縄は、尾崎でアイナメ、マコガレイなどを10*9程度、深日でマコガレイを10*9漁獲した。

6．延かごは岸和田、泉佐野、尾崎のあなごかごでマアナゴを30～50〃漁獲した。

7．たこつぼは淡輪と深日でマダコを5～15k9漁獲した。

（4月）

1．巾着網は4月2日から共同で3統が出漁し、マイワシを主体に10,000～20,000*’を漁獲している。

2．機船船びき網（バッチ網）は3月中にイカナゴ（新仔）漁を終了し、4月から春木ではカタクチイ

ワシを30,000～50,000k9，淡輪と深日では24日からシラスを400〃程度漁獲している。

3．石けた網は岸和田ではシャコ120〃、マコガレイ5〃とガザミ1*9を、泉佐野ではシャコ30*9、マ

コガレイ10*9、シダ類8k9，雑エビ9〃とガザミ3〃を、尾j崎ではシャコ90*9，雑エビ10〃、カレイ

・シダ類5ﾙ9とアカハゼ、オニオコゼ各3”を淡輪ではシャコ50*9、雑エビ6k9とカレイ類・オニ
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オコゼ5*9をそれぞれ漁獲している。泉佐野以外ではシャコの占める率力塙い。

4．板びき網は泉佐野ではたい網を操業した日にはマダイ（カスゴ級)10*9とマナガツオ15*9、その他

の日にはコイチ15〃、スズキ（セイゴ級)5*9，マアナゴ、メイタガレイ、雑エビ各3*9を、淡輪で

はすずき網でスズキを25〃、深日ではシャコ15k9，マアナゴ、キスを各5”の他、アカエイ、シログ

チ、シダ類などを16*9、それぞれ樵《痩している。すずき網のスズキは例年よりも少ないとのことであ

る。

5．4型定置網は尾j崎では極めて不調で、スズキ（セイゴ級）を主体に1～2k9，淡輪ではボラ、スズ

キ、クロダイ（カイズ級）メバルなどを15～20〃漁獲している。

6．刺網類の囲刺網は、尾崎でスズキ（セイゴ級）を30*’、かれい刺網は春木でマコガレイを12*9，磯

刺網は尾崎でアイナメを25A9，淡輪、深日ではアイナメ、メバル、カサゴ、マコガレイなどを10〃、

沖刺網は深日でシログチ15k9，カレイ類7k9とコウイカ1k'をそれぞれ漁獲している。

7．たこつぼは淡輪で2週間に1回の揚壷でマダコを5〃程度漁塵している。

8．かご類のたこかごは尾崎、深日でマダコを8～10*9、あなごかごは春木、岸和田、泉佐野、尾崎で

マアナゴを20～60k'、それぞれ漁獲している。

9．釣りは深日でメバルを10*9程度漁獲している。

（5月）

1．巾着網でマイワシは80,000*9漁獲されているが、カタクチイワシは0，または蝿,;Ⅸ蝿～60,000*9

と漁獲変動が激しい。

2．機船船びき網（バッチ網）は、シラスを春木で3,側0〃、岸和田・尾崎・淡輪・深日では1,000-

1,400〃漁塵している。

3．底びき網の板びき網{は両岸和田でスズキ15*9，マアナゴ、カレイ類、テナガダコを各6〃とシダ類、

ネズッポ、雑エビな凹0k9（合計53幼》、但しシャコ場に出た船はシャコ180*9以上を、またマナガ

ツオを対象とした船はマナガツオのみを5～6*9、泉佐野ではマアナゴ20*9、スズキ、アイナメ、カ

レイ類、ジンドウイカ、雑エビを各5”とマダコ3k9（合計48*0j)を、淡輪ではマダイをY鰍9、深日

ではマアナゴ15〃、カレイ類、雑エビを各10*0，カスゴ、チャリコIを各『5*0、マダコを4〃、サメ類、

テナガダコを各3k9，ハモ2〃の他、コウイカ、シダ類、シロギスなど7”（合計64〃）をそれぞれ

漁獲している。

えびこぎ網は28日から出漁し、雑エビ(小)90k9，雑エビ伏)25〃の他、マコガレイ、マアナゴを各

5*0(合計125*0)漁獲している。

石けた網は、泉佐野でシャコ3肌9，カレイ類15〃、シダ類、雑エビ(劫、雑エビ(小)を各5*0とガ

ザミ3k9（合計63〃）を、尾崎ではシャコ25〃、雑エビ(小)15k9，カレイ類、雑エビ類(大)を各10〃

の他、ヒメオコゼ、シダ類、タコ類など20”（合計80〃）を、淡輪では雑エビ15*9，シャコ10*9，力
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レイ類3*9とクルマエビ5～6尾（合計28*9)をそれぞれ樵（塵している。

底びき網ではマアナゴ、カレイ類、雑エビ及びシャコの好漁が目立っているが、マダコ、コウイカ

はやや不調である。

4．小型定置網は、泉佐野ではボラ、スズキなど、尾崎ではマイワシ（大羽）、コノシロウミタナゴな

どを、淡輪ではボラ、スズキ（セイゴ級）、クロダイ、メバル、マコガレイなどが入網しているが、

_尾↓崎では先月につづいて不調で、泉佐野や淡輪では10～15k9の漁獲である。

5．’流東I蝿は鋤マサバ:（4m～500g)を春木、岸和田では釦～150*9、弓奇ではサワラ（サゴシ級）

混じりで80〃1ヨ菱漁獲している他、春木ではスズキ（セイゴ級）を帥〃漁獲している。

囲刺網は尾J崎でボラ、スズキを50”漁獲している。

かれも樫網はマコガレイを春木で15k9、尾崎ではイシガレイ混じりで30〃、淡輪では5～6〃を漁

獲している。

きす建網は尾↓崎でシロギスを4〃とネズッポ3〃を漁獲していろ。

神鱈:網は深日でアイナメ、カレイ類、コウイカなどを合せて12*’、シログチを対象とした場合に

は、シログチを主体iに卵“、それぞれ漁獲している。

碩鍵網は深日でアイナメ、カサゴ、メバル及びマコガレイなどを合せて12〃漁獲している。

6．かご類はあなごかごが春木、泉/佐野で50湾、岸和田で30“、尾崎で12〃のマアナゴをたこかごは

尾崎と深日でそれぞれ10*9のマダコを漁獲している。

7．たこつぼは淡輪でマダコを10〃漁獲している。

（6月） 板びき網の漁況

1．巾着網はマイワシ（大羽)50,000〃を主

体に、マサバ、サワラ（サゴシ級）、カタ

クチイワシを少量漁獲している。

2．機船船びき網（バッチ網）は春木と泉佐

野をのぞく他の地区で出漁し、シラス400

〃を漁獲した。

3．底びき網の板びき網は右表の通りで、マ

アナゴ、シャコが多獲されている。その他

の漁痩物には岸和田では雑エビが、淡輪で

はウマズラハギが、深日ではエイ類4ﾙ9，

マダイ（チャリコ3，カスゴ2）などが含

まれている。

えびこぎ網は雑エビ60*9，シャコ20〃、

漁獲物｜岸和田泉佐野淡輪深日
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（7月）

1．巾着網：マイワシ100,000〃（6月の2倍）を主体に、日によってカタクチイワシ、マサバ、サワ

ラ（サゴシ）力混じることがある。

2．機船船びき網（バッチ網）：上旬にシラス20,000～40,000k9を漁獲したが、中旬からはカエリが

混じり、値段が下がったので休漁している。

3．底びき網：地区別漁況は別表の通りであるが、雑エビが先月の約2倍になっている。

4．小型定置網：泉佐野ではボラと豆アジが主体、尾崎では漁獲変動が大きく、多い日にはメバル小50

k，のときもあるが、皆無の日もある。淡輪では比較的順調でボラ、スズキ（セイゴ）、クロダイなど

10～15〃が入網している。

5．刺網類：流刺網は、岸和田ではサワラ（サシゴ)10〃とマサバ100k9、春木ではサワラ（サシゴ）

100*9，もしくはスズキ50〃、尾崎ではサワラ（サシゴ）釦～釦*9とマサバ40～50ﾙ9を漁獲、底刺網

のかれい建網は尾崎と淡輪で出漁し、6～30*0と変動が大きい◎きす建網は深日でシロギス5*9，が

つちょ建網は尾崎でシロギス混じりでネズッポを10*0、した建網は深日でイヌノシタ25〃、沖建網は
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深日でカレイ8”とキジハタ、オニオコゼなど3k9の合計8k9，磯建網は深日でメバル6”、カレイ

類4〃のほか、マダイ（カスゴ）、カワハギなど3〃の合計13〃、囲刺網は尾崎でスズキ20～50〃を

漁獲している。

6．かご：あなごかごでは岸和田、泉佐野で出漁し、マアナゴ30～印〃、たこかごは尾崎、深日でマダ

コ10*0程度、さかなかごは淡輪でメバル、キューセンベラ（ベラ）、カサコミアイナメなどを7～10

〃漁獲していろ。

7．つぼ：たこつぼは淡輪で10〃、深日で釦k9漁獲し、深日では先月の2.5倍の漁獲である。

板びき網 えびこぎ網と石けた網

地区

漁獲物
漁法

悪看廼
ノ、モ

マアナゴ

カレイ類

シタ類

雑エビ(大）

（中）
クルマエビ
ヨシエビ

シヤコ

カザミ

イシガニ

マダコ

テナガダコ

イイダコ

地区

漁獲

２
０
５
｜
釦
加
一
別
一
一
５
－

１
’
５
０
５
０
０
１
０
３
－
一
別
一

１
１
１
２

■■■■■■■■

’
４
４
３
６
１
肥
２
吃
一
一
３

１

〆簿

q■■■■■■

合 計 17

（8月）

1．巾着網

春木地区：マイワシ2,0OO*0(先月100,000kg)、カタクチイワシ1.800*9，コノシロ1,800“。

合計5,600〃・全体に極めて不調。

2．機船船びき網（バッチ網）

各地区：体漁

－51－



3．底びき網

（1）板びき網

岸和田地区：カレイ、シャコ、雑エビ類、各20*9，マアナゴ、アジ類(小）各10〃、クルマエビ

2k9，カマス類、イボダイ、マダコ等5〃･合計87〃･

泉佐野地区：マアナゴ30*9，アイナメ、メイタガレイ、雑エビ類各5k9、スズキ（セイゴ)3

k9．合計･54”･

淡輪地区：マダイ（カスゴ）30k9，マダコ3*9，マアナゴ2〃･合計35*9．

深日地区：雑エビ類13*0，シャコ10*9，マダコ9〃、マアナゴ8*0、メイタガレイ5*0、ハモ、

マダイ（チャリコ、カスゴ）各3*0、シダ類2*0、イポダイ1k9．合計54*0。

（2）石けた網

泉佐野地区：カレイ類40k9，シャコ20*0，雑エビ類10〃、クルマエビ3*0、シダ類、ガザミ、各

1*0．合計･77”･

箱作地区：シャコ14t9，イイダコ、雑エビ類各6”、カレイ類、クルマエビ、イシガニ、各

3〃、マダコ、ガザミ各1*9．合計37*9．

淡輪地区：シャコ、イイダコ各5〃、雑エビ類4”、カレイ類、クルマエビ各2〃・合計

18〃。

（3）えびこぎ網

泉佐野地区：雑エビ類25*9，マアナゴ、シャコ、各10〃、ハモ、クルマエビ、各3*0・合計51*0。

4．刺網

（1）せいど流網

春木地区：スズキ（セイゴ）50k9･

岸和田地区：不調のため休漁。

泉佐野地区：スズキ（セイゴ)1O*0．

（2）囲刺網

箱作地区：スズキ（セイゴ)1O*9。

（3）かれい建網

箱作地区：マコガレイ20〃、アイナメ他1*9．合計21〃･

淡輪地区：マコガレイ5*0．

（4）きす建網

深日地区：シロギス4k9。

（5）たい建網

深日地区：マダイ（カスゴ)4*9。
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（6）磯建網

深日地区：カワハギ19〃、メバル3*9，マダイ（チャリコ)l*0o合計23*9.

5．小型定置網

泉佐野地区：スズキ（セイゴ）、ボラ等。

箱作地区：ベラ4k9、スズキ（セイゴ・ハネ）2”、カサゴ1〃･合計7*9．

淡輪地区：スズキ（セイゴ）、ボラ、クロダイ、アジ類(小)、カマス類、カレイ類等。

6．か で

（1）あなごかご

岸和田地区：体漁

泉佐野地区：マアナゴ20*0．休漁が多い。

（2）たこかご

箱作地区：マダコ30*9．

深日地区：マダコ7〃、カサゴ他2〃。合計9ﾙ’。

（3）こうべかご

箱作地区：カワハギ10“･

淡輪地区：カワハギ10*0．

（4）さかなかご

淡輪地区：カワハギ、ベラ、カサゴ、アイナメ等4～5ﾙ9．

7．たこつぼ

淡輪地区：マダコ10k9．

深日地区：マダコ21〃･

全地区とも雑エビ類、ヨシエビが不調で、クルマエビ（釦～50g)が好調、

である。

深日地区では先月に続いてマダコが、今月はカワハギが好調である。

底びき網でイボダイ、カマス類が漁獲され始めた。

（9月）

ガザミは依然として不調

1．巾着網

春木地区：マイワシ20,000kg(先月2,000*9)、カタクチイワシ2O,OOO*0(先月1,800*0)、

合計40.000*0．

2．機船船びき網（バッチ網）

春木地区：シラス2,000〃･

深日地区：シラス600〃。
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3．底びき網

（1）板びき網

岸和田地区：カマス50〃、シャコ20*0，マアナゴ・雑エビ各10〃、イボダイ・マコガレイ各5〃、

合計100t。

泉佐野地区：カマス・スズキ・イボダイ・マアナゴ・ジンドウイカ各10〃、雑エビ伏）・マダコ

各5”、アイナメ・メイタガレイ各3〃、合計66*0．

淡輪地区：雑エビ15*0，イボダイ10〃、マダイ（チャリコ)7*9，マダコ6*0，マアナゴ4〃、

合計-42*，。

深日地区：シャコ8〃、マダコ7〃、イボダイ・雑エビ(小)・マダイ（カスゴ）各6〃、マア

ナゴ・メイタガレイ・ジンドウイカ各3〃、雑エビ伏）・シダ類各2k9，ハモ・マ

コガレイ・クルマエビ各1*0，合計49〃。

（2）石けた網

泉佐野地区：シャコ16*0，マコガレイ10*9，ガザミ・雑エビ(大）・雑エビ(小)各5〃、シダ類3

”、クルマエビ1*0，合計44〃･

箱作地区：シャコ30*9，雑エビ(小)2O*0、雑エビ伏)1O*0，イイダコ3〃、カレイ類・シダ類

・マダコ・クルマエビ各1”、合計67〃･

淡輪地区：シャコ7“、雑エビ(小）6〃、雑エビ(大)・イイダコ各4”、クルマエビ2〃、カ

レイ類･ガザミ各1〃、合計24〃。

（3）えびこぎ網

泉佐野地区：雑エビ(小)50〃、雑エビ(大)・マアナゴ各20A9，ハモ3*9，マコガレイ2〃、合計

75*0．

4定置網

泉佐野地区：スズキ（セイゴ）、ボラ、サヨリ等。

箱作地区：スズキ（セイゴ）、アオアジ、クロダイ、カサゴ、ベラ等。

淡輪地区：ボラ、スズキ（セイゴ）、メバル、マコガレイ等10～15*0．マアジ(小)3～4k，。

5．刺網

（1）せいご流網

春木地区：スズキ（セイゴ）100〃、3日おきに出漁。

（2）さわら流網

春木地区：サワラ（サゴシ)150k’、29日から出漁、魚体小さい。

岸和田地区：春木地区と同様

（3）囲刺網

下荘地区：スズキ（ハネ）10k9。
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(4)かれも種網

春木地区：マコガレイ10“･

下荘地区：マコガレイ28〃･

淡輪地区：マコガレイ6〃。

(5)磯建網

深日地区：カワハギ14〃、ウマズラハギ10*9，メバル3〃、マダイ（チャリコ)2*9，合計29

〃｡

(6)沖建網

深日地区：シログチ7*9、マダイ（カスゴ）・シロギス各6*0，マコガレイ3〃、合計22〃。

6．かご

（1）たこかご

箱作地区：マダコ20〃o

深日地区：マダコ6”。

（2）さかなかご

淡輪地区：カワハギ6*0，ベラ・カサゴ・アイナメ等6〃、合計12*0．

7．たこつぼ

淡輪地区：マダコ10*0．

深日地区：マダコ10〃・

特記事項

①巾着網はマイワシ、カタクチイワシともやや回復した。

②機船船びき網（バッチ網）は再び出漁し始めた（シラス平均2,印0円Ag)。

③板びき網ではカマス、イボダイが漁獲され、ハモが減少している。

④石けた網ではシャコが多獲されているが、ガザミは依然として少ない。

⑤磯建網ではカワハギ、ウマズラハギが好漁である。

⑤あなごかごは休漁している。

（10月）

1．巾着網

春木‘地区：カタクチイワシ90,000〃（先月20,000*0)。

されたが、量は少ない。（5統）

2機船船びき網（バッチ網）

重和田地歪:ｼﾗｽ500"｡（3統）
淡
深日地雷:ｼﾗｽ1,000‘'｡（'8統）
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3．底びき網

（1）板びき網

岸和田地区：カマス40*9，シャコ・雑エビ(小)各20*9，マアナゴ・イボダイ・カレイ類各5*0、

ガザミ2*9，その他3〃d合計100〃。(2m)

泉佐野地区：マアナゴ・イボダイ各10〃、スズキ・カマス・メイタガレイ・雑エビ伏）・マダコ

・ケンサキイカ各5〃、コウイカ類2*9．合計･52〃。(60R)

箱作地区：マダイ（カスゴ・チャリコ）15〃、スズキ5”、カマス3〃、アイナメ・カサゴ各

2*9，マアナゴ・タチウオ・マアジ・マナガツオ・その他各1*0･合計･32k9。（3

統）

淡輪地区：カマス・サバフグ・雑エビ伏)各10*9，マアナゴ・イボダイ・マダコ各5〃･合計

45〃。（3統）

深日地区：雑エビ仲)18*’、カマス10〃、マアナゴ・マダイ・イボダイ・シャコ・マダコ各5

kg，エイ類・メイタガレイ・カワハギ各2〃、サメ類・カレイ類・シダ類他各1〃・

合計･62k9。（11統）

（2）えびこぎ網

泉佐野地区：雑エビ@判卿、雑エビ(大)15*9，マアナゴ5*0、カレイ類5鞠。合計･認岬。(4

統）

（3）石けた網

泉佐野地区：マコガレイ・シャコ各10k9，雑エビ(大)・マダコ各5〃、ガザミ4”、シダ類・雑

エビ(中)各3鞠、クルマエビ他1“･合計･4鰍9。（6職）

箱作地区：雑エビ(大)・雑エビ伽)・シャコ・イシガニ各10”、その他（マアナゴ。マコガレ

イ・シダ類・クルマエビ・マダコ・イイダコ等）5鞠。合割戦脚画（紙統》

淡輪地区：雑エビ(小)15”、シャコ、“、雑エビ伏》5〃、マコガ.レイ2〃、イイダコ2*9，

クルマエビ・クマエビ1”･合計35物。

4．定置網

泉佐野地区：体漁

箱作地区：イワシ類10*0、スズキ､(ハネ)5〃、カマス3〃、アイゴ1〃、マルアジ(小)・コ

ノシロ等11町･合計19*0．

淡輪地区：ボラ・スズキ（セイゴ）・カマス・マアジ(小)・クロダイ・メバル・マコガレイ等。

合計10～15〃。（6統）

5．刺網

（1）流し網

春木地区：サワラ（サゴシ混じり)1,300*00(30KJ
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岸和田地区：サワラ（サゴシ混じり）40k9。（10統）

（2）かれい建網

箱作地区：マコガレイ15〃･

淡輪地区：マコガレイ6〃、カサゴ・メバノ略3*9．合計12〃。(4統）

（3）磯建て網

深日地区：ウマズラハギ10〃、カワハギ4*0，カサゴ・メバノ洛2〃･合計18*9o(7統）

（4）沖建網

深日地区：シログチ5k9，マコガレイ4*9，マダイ（カスゴ)3*0．合計12〃。(4統）

6．釣り

深日地区：サワラ10〃、サゴシ8〃･合計18*0o(5統）

7．か ご

（1）あなどかご

岸和田地区：マアナゴ20”。（2統）

泉佐野地区：体漁

《鋤たこかど

箱作地1区ニマダコ路&9．

8．たこつぼ

淡輪地区：マダコ2O*9o(7統）

深日地区：マダコ10。（3統）

概況

1，巾着網はカタクチイワシ力達体になった。

2板ぴき網では岸和田地区のカマス（40k9）、箱作地区のマダイ（15”）淡輪地区のサバフグ（10

〃）などが注目される。

3流網のサワラは、魚体は大きくなっているが、下旬から漁獲量が減少してきている。

（11月）

1．巾着網

春木地区：4日から協同で出漁、カタクチイワシ30,000*00(4統）

2機船船びき網（ばつち網）

春木地区：シラス帥0〃。（1統）

岸和田地区：シラス4m〃。（2統）

淡輪地区：シラス400k9。（9統）

深日地区：シラス400k9。（9統）
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3．底びき網

（1）板びき網

泉佐野地区：マアナゴ・スズキ・シャコ各10ﾙ9，アイナメ・メイタガレイ・マダコ・雑エビ各5

〃、合計50〃。(IQtt)

下荘地区：マダイ（カスゴ）40k9、ウマズラハギ・マダコ等各5*0，合計･50k9。（3統）

淡輪地区：スズキ25〃。（3統）

深日地区：アカエイ・雑エビ(小)各10*9，マダコ・シャコ各5*’、スズキ・サメ類各4*9，マ

アナゴ・マダイ（カスゴ）・カマス・コイチ・カワハギ・ヒラメ各3〃、雑エビ

伏)2*9，メイタガレイ・イシダイ(小)ヒメジ各1〃、その他2〃、合計63〃。

（11統）

（2）えびこぎ網

泉佐野地区：雑エビ(小)2O*0，マアナゴ・雑エビ(大)各10*9、ハモ・メイタガレイ・マダコ・ガ

ザミ各3*0，合計52*00(4統）

（3）石けた網

岸和田地区：雑エビ伏)5O*0，雑エビ(小)・シャコ各20’、マコガレイ・その他各5k9，合計

100〃。(27統）

泉佐野地区：シャコ20*9，マアナゴ・マコガレイ・雑エビ伏）・雑エビ(小)・ガザミ各5〃、シ

ダ類・コウイカ・マダコ各3〃、クルマエビ・ヨシエビ1*9，合計55*0･（釦統）

下荘地区：雑エビ(小)24〃、雑エビ(大)1O*0，シャコ5*0，その他3〃、合計43〃。(10統）

淡輪地区：雑エビ(小)10k9、シャコ7〃、雑エビ伏)5〃、メイタガレイ・イイダコ各1”、

クルマエビ1k9、ガザミ0.5*0，合計26*9o(4統）

4．小型定置網

泉佐野地区：体漁

下荘地区：コノシロ100〃、マルアジ(小)1O*9，マイヮシ8〃、ボラ・マコガレイ・マダコ各

5*0，クロダイ・スズキ各1*、合計135*0o(10統）

淡輪地区：ボラ・スズキ（セイゴ）・マコガレイ等、合計15*90(6統）

5．刺し網

（1）流し網

春木地区：サワラ（サゴシ）60～90〃。（2砿）

岸和田地区：サワラ（サゴシ）20k9，スズキ（セイゴ）3〃、合計23*0o(2統）

（2）かれい建網

淡輪地区：マコガレイ5*0，カサゴ・メバル各2*9，合計9k0o(4統）
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（3）磯建網

深日地区：メバル4“、スズキ5*’、合計9k0o(1統）

（4）沖建網

深日地区：ウマズラハギ4k9，マコガレイ3〃、メイタガレイ2*(

合計1O*0o(10統）

6．かご

岸和田地区：マアナゴ40〃。(2統）

泉佐野地区：マアナゴ4OA0o(6統）

下荘地区：マダコ10〃。（11統）

淡輪地区：アイナメ、メバル、カサゴ、カワハギ等10*0o(5統）

深日地区：マダコ別〃。（1統）

メイタガレイ2”、マダイ（カスゴ）1〃、

ぽ7．つ

淡輪地区：マダコ20A9。（5統）

深日地区：マダコ2O*0o(5統）

8釣り

淡輪地区：タチウオ40〃。（4統）

深日地区：サワラ（サゴシ)8*’。(4統）

〔概況〕

1巾着網のカタクチイワシは9月よりは多いが､先月の1/9となった。

2板びき網では、下荘地区のカスゴ40〃力荘目される。

3えびこぎ網では依然としてハモが漁獲されている。

4石けた網は雑エビが好漁である。

5小型定置網では下荘地区でコノシロが100”も入網している。

6流し網ではサゴシが漁獲され続けている。

7僅かな期間であるが、淡輪ではタチウオ釣りに出漁し、大・中混じI大・中混じりで40〃を釣獲した。

（12月）

1．機船船びき網（ばつち網）

重訂識h長:終漁
窪替篭長:ｼﾗｽ1,000~1,200‘'｡(各9統､10日）
底びき網

○
一
ム

(1)板びき網

泉佐野地区： スズキ20〃、マルアジ・マアナゴ・シャコ各10*9,雑エビ類等25〃、合計75*9o(10統）
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下荘地区：スズキ帥〃、ウマズラハギ5〃、その他2〃、合計･87k9。（1統）

淡輪地区：スズキ30*9，ウマズラハギ・マダコ6*9，合計36*9o(4統）

深日地区：スズキ15ﾙ9，マダコ12〃、アカエイ・マアナゴ・ヒラメ・マコガレイ・雑エビ類各

5〃、その他25*9，合計77〃。(11統）

（2）石けた網

岸和田地区：シャコ30k9，雑エビ類15*9，その他10〃、合計55〃。(27統）

泉佐野地区：シャコ別”、マコガレイ15〃、ガザミ・雑エビ類10物、その他10〃、合計65〃。

（5職）

下荘地区：雑エビ類33〃、マコガレイ17*9，シャコ15*9，クルマエビ2*9、その他8*9、合計

75k9。（1職）

淡輪地区：雑エビ類16〃、シャコ10〃、マコガレイ4*9，クルマエビ1*9、ガザミ1〃、合計．

詔k9。（5統）

3．小型定置網

泉佐野地区：体漁

下荘地区：マダコ20*9，ヒラメ15*9，マイワシ（大羽)6脚、マコガレイ5*0、その他15*9、

合計56”。（10統）

淡輪地区：マイワシ（大羽)10～15*9，ボラ・スズキ・メバル・マコガレイ等釦～30*9、合計

30～45〃。（6統）

4．刺し網

（1）かれい建網

春木地区：マコガレイ他

（2）磯建網

淡輪地区：アイナメ・メバル・カサゴ・マコガレイ等、合計10～13〃。(4統）

深日地区：メバル・カサゴ等、合計18*00(2統）

5．かご

岸和田地区：マアナゴ60k9。（9統）

泉佐野地区：マアナゴ80“。（6統）

下荘地区：マダコ12*00

淡輪地区：メバル・カサゴ・アイナメ等、合計10～15〃。(4統、10日に1回）

6．つ ぼ

下荘地区：マダコ12〃。（4統）

淡輪地区：マダコ別&9。（5統）

深日地区：マダコ30”。（6統）
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7．釣り

深日地区：メバル15ﾙ9。（2統）

〔概況〕

（1）巾着網、えびこぎ網、流し網、沖建網は終漁、もしくは休漁中である。

（2）板びき網のスズキ、石けた網のシャコは各地区とも好漁である。

（3）石けた網でのマコガレイは、岸和田地区では皆無に近いが、泉佐野・下荘地区で好漁である。下

荘・淡輪地区では雑エビ類が多獲されている。

(4)小型定置網では下荘地区のマダコ、ヒラメが注目される。

【5)‘’'あなごかご”はマアナゴ60～80*9と好漁である。

(6)”つぼ"でも淡輪・深日地区ではマダコが20～30”と好漁である‘
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8．漁況予測に関する調査

辻野耕責

この調査は漁況予報に必要な資料の収集とともに、予報検証による技術および精度の向上を目的に、

前年度に引き続き実施した。

調査方法

前年同様の方法で行った。

調査結果

調査結果の詳細については付表－8，.付表－9、付表-10、付表-11、付表-12、付表-13、付表-

14に示したが、その概要については以下のとおりである。

1．生物調査

1）マイワシ

（1）卵、仔魚

月別のマイワシ卵､仔魚の採集数を図1に示した。マイワシ卵、仔魚ともに4～6月に出現し、

6月に採集数が最も多く、ほぼ例年と同様の結果であった。なお、南西海区外海域では2～3月

が主産卵期で、大阪湾のものはそれらよりも産卵がかなり遅いということができる。

一-一○一一一マイワシ卵

一一一・一一一マイワシ仔魚

句
一
一
Ｊ

、
一
二
凸

１
曳
網
当
た
り
の
採
集
数
（
粒
・
尾
）

●
合
一
・〃

迂登'ん（
、
叩
）

1 23456789101112月

図1月別のマイワシ卵、仔魚の採集数（⑬ネット）
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月別のマイワシ卵、仔魚

の分布をそれぞれ図2，3

に示した。卵、仔魚ともに

4，5月は湾の中、南部域

に出現し、ほぼ例年どおり

の分布を示したが、6月に

は卵では湾奥部にも分布が

みられ、堺市から泉佐野市

にかけての沖合に分布の中

心が、また仔魚は卵分布よ

りもやや南側で分布の中心

がみられるものの、前年、

前々年と比較して、湾の北

部域にまで分布域が拡大す

る傾向がうかがえる。

(2)体長組成

マイワシの体長組成を図

4に示した。ほぼ例年同様

体長16～2伽耐の中、大羽群

が漁獲主体となっており、

当才魚は、7月に小型定置

網で、9月下旬にはいわし巾

着網で漁獲されているが、

その割合は小さい。（巾着

網標本船漁業日誌等から、

1才魚以上の中、大羽群が

全体の9割以上を占めるも

のと推定される。）

2）カタクチイワシ

（1）卵、仔魚

カタクチイワシ卵の採集

数の経年変化を図5に示し

た。昭和弱年I蛸ネット1
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曳網当たり0．7粒と最低となった卵は、その後徐々に回復し、58年には同41.5粒と急増した。し

かし、59年には再び減少し、本年は同9.6粒で59年とほぼ同水準であった。

月別のカタクチイワシ卵、仔魚の採集数を図6に示した。卵の出現は7月と9月にそれぞれピ

ークを有する双峰型で、例年と比較して、出現時期の遅れがみられた。また、11月に卵の採集数

80
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図6月別のカタクチイワシ卵、仔魚の採集数（⑬ネット）

－65－



が再度増加している等、例年とやや異なった傾向がみられた。時季別の卵の採集数は前年と比較

して、5～7月には少なく、8～11月にはやや多い傾向がみられた。

月別のカタクチイワシ卵、仔魚の分布をそれぞれ図7，8に示したが、卵、仔魚ともに8月が

例年とやや異なった分布を示したほかは、概ね例年どおりであった。
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（1）体長組成

カタクチイワシの体長組成を図9に示した。5～7月は前年の春～秋季発生群を、また多獲期

の10月は本年の春、夏季発生群が漁獲主体であり、例年と同様であった。

3）イカナゴ予報文中に記述
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漁獲調査

1）イワシ類（マイワシ、カタクチイワシの稚魚～

成魚）

いわし巾着網の月別、魚働Iの漁痩量を図10に

示した。総漁獲量は51,637.1トンで、魚種別には

マイワシが30,m7.5トン（全体の58％）、カタク

チイワシが20,622.9トン（同40%)、その他が、

1,006.7トン（同2%)であった。これを前年と

比較すると総漁獲量では前年の98ﾂもと僅かに減少

している程度であるが、魚種別にみるとマイワシ

が前年の70％、その他が同35％と大きく減少、カ

タクチイワシが同297％と大幅に増加しており、

魚種ごとには大きく変動したということがいえよ

う。

月別には、マイワシは5月から漁獲され始め、

その後漁獲量は増力順向を示し、7月には最も多

く、この月だけで全体の43％が漁獲された。しか

し、8月には急減し、その後も少なく、11月以降

はほとんど漁獲されなかった。カタクチイワシは

2．

30％
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8月まで低調に推移していたが、9月から増加傾向を示し、10月には14,000トンと1カ月間の漁獲

量では過去最高を示し、この月だけで全体の70%が漁獲された。また、11月以降は漁獲量は少なく

なったものの、12月まで漁獲が続いた。

以上のことから本年の漁況の特徴として次の2つのことがあげられる。1番目は、8月にマイワ

シ漁獲量が急減していること－このことにより総漁獲量も減少、2番目は1明にカタクチイワシが

多獲され、月間漁獲量は過去最高を記録したこと－このことにより総漁獲量も急増した、である。

図11に短期的な漁獲変動をみるため、いわし巾着網標本船のマイワシ漁獲量の経日変化を示した。

図から7月下旬まで多獲されていたマイワシは、8月初めから全く漁獲されていないことがよく判

る。このことについては、7月下旬に外海系水の貫入があり、マイワシの主漁場である湾奥部の水

塊構造が変化したことが、マイワシの漁場からの逸散の原因と考えられるが、詳細については魚群

分布や魚群量、大阪湾周辺海域での漁獲状況等も含めて別の機会に記す予定である。2番目のカタ

クチイワシについては、後述のように4～7月のパッチ網の漁獲状況から判断して、10月にいわし

巾着網の主漁獲対象となった中羽群の湾内における資源量が大きかったこと、また、既述のように

マイワシが8月以降不漁で推移したことから、いわし巾着網の漁獲対象がカタクチイワシに向けら

れ、カタクチイワシに対する漁獲強度が例年よりも大きかったことによるものと考えられる。

月別、漁区別（2分メッシュ）のマイワシ、カタクチイワシの漁獲量をそれぞれ図12,13に示し

た。両種ともにほとんどが湾の中央よりも北側の海域で漁獲されているが、マイワシカ軸戸港沖を

中心にほとんどが湾奥部で漁獲されているのに対し、カタクチイワシはマイワシよりもやや南部寄

りの大阪府沿岸域での漁獲が多いのが判る。
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2）シラス（マシラス、カタクチシラス、イカナゴ）

パッチ網標本船（2統）のシラスおよびイカナゴの月別の漁獲量を図14に示した。総漁獲量はA

標本船では56,配0k9，B標本船は174,1帥k9で、B標本船は前年の210%と大幅に増加した。(A

標本船については本年から漁船を変更したので前年との比較はできなかった。）魚種別にもシラス

同1筋％§イカナゴ同茄0％と両種ともに増加している。

月別にはA標本船がイカナゴを漁獲していないことを除けば、両標本船ともに漁獲傾向はほぼ同

様で、5，7月および10月にシラスを多獲している。また、時季別に前年と比較すると、B標本船

の4～7月の漁獲量は前年の304％、9～12月の漁獲量は前年の143％で、5～7月の漁獲量が特

に増加しているのが判る。これは記述のような卵の出現傾向と相反するが、この原因は、近年マシ

ラスの量が増えていること、またカタクチシラスも土佐湾や紀伊水道で好漁であったことに加えて、

本年は前年に比べて外海水の内海への入り込みが強く、大阪湾への補給量が多かったためと考えら

れる。

月別、漁区別のA標本船の漁獲量を図15に示した。全体的には湾中部域が主漁場となっているが、

月別にみろと5月は湾南部域と中部域で、6～9月は湾中部域を中心に漁獲している。10月になる

と漁場はやや湾南部域にも拡大、11月は湾南部域が主漁場となり、湾内でのシラスの移動とよく一

致している。

なお、B標本船は一部漁場の記帳もれがあったが、聴きとり調査等から周年湾南部域が主漁場と

なっている。
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3．予報と実況

昭和釦年6月7日発表の「昭和印年度イワシ類漁況予報」を以下に示した。

昭和56年11月に出現した遠州灘沖合の大型冷水域は、59年8～11月に一時縮小したが、11月以降規

模が再び大きくなり、最近まで持続した。しかし、60年4月下旬頃から縮小傾向をみせている。黒潮

主軸位置は本年1～3月に室戸岬および潮岬沖ではやや離岸、4月中・下旬は潮岬沖で接岸、5月に

は再びやや離岸状態で推移している。分枝流は紀南、芸東両分枝流とも全般的に弱勢で推移したが、

4月中旬には一時紀南分枝流の卓越がみられ、外海水の大阪湾への強い入り込みが認められた。紀伊

水道および内海域の10加層水温は3，4月は平年より1～2℃低め、5月は平年並に近づいている。

本年の春季シラス漁は、外海域、紀伊水道、大阪湾とも好漁で推移した。特にカタクチシラスは土

佐湾で近年にな↓漁がみられまた、紀伊水道、大阪湾においても増加傾向が認められ、前年まで低

水準で経過していたカタクチイワシの春季シラス資源に回復の兆しがみられる。
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◎カタクチシラス

○夏季シラス漁

本年大阪湾のカタクチイワシ親魚量は前年の発生量、漁獲状況から判断して近年の水準を下回

っていると推定されろ。このため、5，6月における湾内のカタクチイワシの産卵状況（卵は5

月上旬には前年より多いものの平年の1/4、また6月上旬は前年のし7、平年の1/9）も悪い｡

したがって、本年の夏季シラス漁は前年並かそれをやや下回る漁となろう。

○秋季シラス漁

当該発生群の親魚となる前年の秋季シラスおよび本年の春季シラスの漁獲状況から判断して、

前年同様好漁が期待できるものと考えられるが、今後の湾内環境、カタクチイワシの産卵及びサ

ワラ等の捕食魚の資源状況を十分把握し、9～10月頃に再度漁況予報を出す予定である。

◎カタクチイワシ（小羽、中羽、大羽）

前年の発生量、漁獲状況や既述の春季シラス漁況および夏季シラス漁の予報から、本年のカタク

チイワシ漁は前年並かそれをやや下回るものと考えられる。

◎マイワシ

近年大阪湾では、0才魚（ヒラゴー中羽）が急減、かわって1～4才魚（中羽～大羽）が増加し、

漁獲量も高水準となっている。この傾向は、本年春季の外海域および大阪湾の漁獲状況をみても、

しばらく持続すると思われる。

このことから、本年のマイワシ漁は中、大羽群力漁獲主体となり、また量的にも前年同様好漁が

期待できよう。

＜実況との比較＞

◎カタクチシラス

○夏季シラス漁

予報はずれ

既述のとおり本年は外海域からの補給量が予測よりも多く、長期間続いたこと、また産卵期が

遅れ、7月上旬にもカタクチイワシ卵力湘当数出現したことが原因としてあげられろ。

◎カタクチイワシ

予報はずれ

原因については夏季シラスと同

。マイワシ

ややはずれ

予測どおり中、大羽群力漁獲主体となり、7月まで好漁で推移したが、既述のとおり湾内環境の

変化で、8月以降不漁に推移したことによる。ただ、湾内環境の変化予測については、今後とも極

めて難しい。

－74－



昭和60年9月12日発表の「昭和60年度秋シラス漁況予報」を以下に示す。

〔海況〕

○水温（湾内10加層）

6月以降やや低目で推移していた水温は、9月には逆に高目となった。

大阪管区気象台8月20日発表の気象予報を考慮すると、今後は高目～平年並で推移するものと

思われる。

〔卵〕

○カタクチイワシ卵の採集数は、8月、9月ともに、近年の水準を上回っている。

○前年との比較では、8月は前年並、9月は前年の約8倍と多い。

○月別の卵の出現傾向は8月よりも9月に多く、例年および前年とやや異なる。

○卵の主出現海域は、8月は湾奥部および大阪府の極めて沿岸域であったが、9月には沖合域に

まで拡大した。

〔予報〕

以上のように、卵の出現および海況は良好であるので、本年の秋シラス漁は、初漁期はやや遅れ

るものの、好漁が期待出来よう。

なお、今後の卵の出現状況およびシラス情報については、漁況通報に掲載予定であるので、注意

されたい。
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月別、年別のカタクチイワシ卵の採集数
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＜実況との比較＞

予測どおり

昭和6岬2月12日発表の「イカナゴ漁況予報（昭和60年）」を以下に示す。

◎水温（月上旬、10加層、湾内2碇点平均）

〔例年比較〕

9月以降低めで推移していた水温は、11月中旬から温暖な気候が続いたため、12月上旬には平年

差+0.3℃とやや高めとなった。しかし、12月下旬には大型寒波が襲来し、1月上旬には再び平年

差－0．8℃と低めに転じ、その後も低めで推移している。（図16）

◎風

〔例年比較〕

本年の旬別の平均風速は12月上、中旬ともほぼ例年並であるが、12月下旬には大型寒波襲来によ

り、平年差+2m/Sとかなり大きくなっている。しかし1月に入るとおだやかな日が多く、例年よ

り小さい値を示す。（図17）

◎発生仔魚

○出現数

1月の出現数は⑤ネット1曳網当たり0.1尾で例年（昭和48年～58年の平均値2.5尾）の1/25

と、昭和48年以降で第2番目に少なかったが、2月には同3．4尾と例年（3．7尾）並みに回復し

ている。（表1）
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図16水温の平年差

（月上旬、10加層、湾内20定点の平均）
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図 17旬別平均風速の平年差

（大阪管区気象台）

表1イカナゴ仔魚の採集数 ○分布

仔魚は1月上旬には湾内の主産9陽である沖

の瀬周辺でみられるだけであるが、中旬になる

と分布範囲は拡大し、湾口部でも出現する。下

旬になると調査8定点中7定点で採集される等、

仔魚がかなり拡散している。また出現尾数も急

増し、沖の瀬周辺海域で濃密分布域がみられる。

2月上旬になると湾奥部および大阪府の南部

沿岸域を除く海域で採集され、淡路島岩屋～沖

の瀬周辺海域と友ケ島北方海域での出現が多い。

なお、1月中、下旬に稚魚ネットによる表層

採集を行なったが⑬ネットにくらべて採集尾数

は少ない。（図18）

＝

年(昭和

⑬ネット1曳網当たりの採集尾数
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○体長組成

1月上旬は3.9”、6．4”の個体

がそれぞれ1尾ず-課集されたのみ

である。中旬になると3～6”（モ

ードは4～5"〃）の個体が採集され

たが、昨年、一昨年にくらべると仔

魚の体長は小さい。また下旬につい

ても中旬と同様で全体に小さい。2

月上旬になると仔魚も大きくなり、

最大11.5”の個体が採集された。

なお、1月中、下旬の稚魚ネット

による調査では3～4""の発生初期

の仔魚が多数採集され、昨年、一昨

年の状況とかなり異なっているのが

特徴的である。（図19）

◎産卵親魚（兵庫水試の‘唐報による）

産卵親魚の年齢組成は1歳魚79％、

2，3歳魚は21％で昨年、一昨年と比

べ1歳魚の占める割合が高い。

◎捕食魚

10

全長(mm)

図19イカナゴ仔魚の体長組成

に．③ネット

〃稚魚ネット

漁業者等の情報によると阪南町～岬町の湾南部の沿岸域を中心にカタクチイワシ力壌っているが、

例年イカナゴ新仔の主漁場となる友ケ島～洲本沖などにはカタクチイワシの量は少ない。また昨年

みられた水温の急激な低下によるカタクチイワシの沖合への移動も本年は考えられないことから、

カタクチイワシによるイカナゴ新仔の食害の影響はあまり大きくないものと思われる。

◎今後の気象予測

大阪管区気象台1月21日発表の3ケ月予報によれば、2月は全般的に寒い日が多いが、3月に入

ると天気は周期的にかわり、とくに中旬以降4月前半にかけて暖かくなり、春のおとずれは順調と

いう。

◎新仔の漁況予測

イカナゴ新仔の漁獲量変動要因として、親魚の年齢組成（2，3年魚の占める割合いが大きい年

は産卵量が多いので好漁）、産卵および発生期の環境（低水温、高塩分で偏西風頻度力塙ければ大

阪湾への移送、添加、生き残りの量が多いので好漁）、仔魚の分布拡散状況（広範囲に拡散されれ

ば生き残りが多く、成長が良いので好漁）、漁期の長短（漁期間の環境、とくに水温上昇が遅けれ
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ば漁期は長い）、捕食魚による食害（主としてカタクチイワシが多ければ食害により不漁）等があ

げられる。

本年は暖秋のため産卵期は例年よりも遅いが、1明下旬の大型寒波襲来以降、現在まで水温は低

めで推移しているので、仔魚の生育には好環境にあると考えられる。また大阪湾では体長の小さい

発生初期の仔魚が湾南部、淡路島沿岸域や沖の瀬周辺海域で採集され、湾内での発生量は例年にな

く多いものと思われるが、資源量としては播磨灘とくらべてかなり少ないものと推測される。

一方、播磨灘でも仔魚の発生量が多いと思われるが、大阪湾への移送に大きく関与する西風の吹

く頻度が1月上旬以降は少ないために、播磨灘からの仔魚の補給量は現在まであまり多くないもの

と推察されろ。

以上のことから本年のイカナゴ新仔漁は、湾内での発生量は多いと考えられるが、例年漁獲主体

である播磨灘からの補給群は、現時点ではあまり期待出来ないと推測されるので、不漁であった昨

年、一昨年を上回ろうが、平年をやや下回るものと考えられる。また、初漁期は遅れ、終漁期は早

くなろう。

なお、今後の気象条件等の変化により播磨灘から新たな仔魚の補給があれば好漁に転ずることも

考えられる。

<実況との比較＞

予報どおり
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